
食品残さを活用した 発酵リキッドフィーディング技術
食品リサイクル法で示された食品廃棄物の利用を促進しつつ、

養豚業における飼料コストを大幅に削減（ ３～５割）する技術を開発。

期待される効果 ： 本技術を用いた発酵リキッド飼料は、保存性と嗜好性に優れ、かつ栄養的にも
完成された組成を有し配合飼料に比較しても遜色ない増体を示す。

発酵リキッド飼料利用の流れ■

開発担当機関：（独）農業・食品産業技術総合研究機構
東北農業研究センター

＜域内流通型＞
○廃棄物処理業者等がスーパー、コンビニなどから出る多様な食品残さを
収集・調製し、契約農家へ供給。

○センターで集中的に調製するため、省力的かつ品質の安定性に利点。
○相模原市（39㌧/日、平17.10～）、佐倉市（70㌧/日、試験運転中）等あり。

＜自家用型＞
○養豚業者や農家が、食品残さを入手し調製する。
○食品残さを利用することにより、コスト削減が見込める。
○北海道石狩市、鹿児島県肝属郡等で実施例あり。

２. 集荷 ４. 調製３. 分別 ５. 配送

炭水化物に富み
油の少ないもの

が望ましい。

年間１１３５万トンの
食品残さが発生。

２２％程度が
飼料として再利用。

液状のため、
運搬性には
やや劣る

（自家調製なら
不要）。

腐敗させないよ
うに収集・運搬。

前処理 ・酵素を利用し、流動性を高め、
パイプライン搬送ができる飼料を
作製。

・発酵能が高く、消化管に定着
し易い新規乳酸菌株を分離・同
定。 （特許出願中）

菌添加

発酵 ・24時間で十分な発酵工程を

完了する手法の確立。

１０度以下なら、２週間程度の保存も可能

６. 給餌・生産
・パイプラインでの給餌。
（初期投資、メンテナンスの必要あり。）

・肥育豚１頭当たり10～20L/日。

発酵リキッド飼料のみでの肥育が
可能。

・乳酸発酵飼料の給与により豚の消
化管内環境が良好に、また嗜好性
が増し、飼料要求率が改善。

ビジネスモデル■

開発担当機関：（独）農業・食品産業技術総合研究機構畜産草地研究所、鹿児島県畜産試験場、神奈川県畜産技術センター、大阪府環境農林水産総合研究所 ●●● ７●●●

１. 残さの発生

パン

ごはん

パン、ごはんの他に、
牛乳・ホエー・焼酎
かす等、水分含量の
高いものも活用




